
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年

金
等
以
外
の
所
得
金
額
（
給
与
や
個

人
年
金
な
ど
）
が
２
０
万
円
以
下
で

あ
る
人
は
、
税
務
署
へ
の
確
定
申
告

は
不
要
で
す
が
、
「
生
命
保
険
料
控

除
」
「
地
震
保
険
料
控
除
」
「
雑
損

控
除
」
「
医
療
費
控
除
」
「
寄
附
金

控
除
」
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

還
付
申
告
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
、
申
告
（
還
付
）
を
し
て

い
な
い
方
は
、
令
和
元
年
分
か
ら
令

和
５
年
分
ま
で
の
申
告
を
提
出
し
、

税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
に
税
務

署
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
下
の
表
に
各
所
得
の
計
算

例
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
Ａ
か
ら

Ｄ
の
所
得
の
合
計
と
営
業
所
得
等
の

合
計
額
が
20
万
円
超
か
検
討
く
だ
さ

い
。
超
え
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
税
で
、
所
得
税
（
国
税
）

と
異
な
る
控
除
等
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
資
料
を
も
と
に
住
民
税

の
申
告
が
必
要
か
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
等
に
相
談
を
）

各
所
得
控
除
の
概
略

【
医
療
費
控
除
】

支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
引
き
ま

す
（
Ａ
）
。

所
得
金
額
に
０
・
０
５
を
掛
け
た

金
額
（
Ｂ
）
と
10
万
円
と
の
少
な
い

金
額
を
（
Ａ
）
か
ら
引
い
た
金
額
が

医
療
費
控
除
額
に
な
り
ま
す
。

※
《
医
療
費
控
除
の
明
細
書
【
内
訳

書
】
へ
の
記
載
・
添
付
が
必
要
で
す
》

【
雑
損
控
除
】

①
（
損
害
金
額
＋
災
害
等
関
連
支
出

の
金
額
ー
保
険
金
等
の
額
）
ー
（
総

所
得
金
額
等
）×

10
％

②
（
災
害
関
連
支
出
の
金
額
ー
保
険

金
等
の
額
）
ー
５
万
円

①
と
②
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
方
の

金
額

【
ふ
る
さ
と
納
税
（寄
附
金
控
除
）】

選
ん
だ
自
治
体
に
寄
付
金
ー
２
千
円

《
超
え
る
金
額
》

※
総
所
得
金
額
の
40
％
が
限
度
。
確

定
申
告
書
第
二
表
の
「
寄
附
金
控
除

に
関
す
る
事
項
に
記
載
が
必
要
。

【
政
党
等
寄
附
金
特
別
控
除
制
度
】

政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
対
す
る

政
治
活
動
に
関
す
る
寄
付
は
、
所
得

控
除
と
し
て
寄
附
金
控
除
を
適
用
す

る
か
、
特
別
控
除
額
の
計
算
を
し
て

税
額
控
除
す
る
か
、
有
利
な
方
を
選

択
（
条
件
が
有
り
ま
す
）
。

こ
の
他
に
、

【
生
命
保
険
料
控
除
】

･

【
地
震
保
険
料
控
除
】

を
利
用
し
て
還
付
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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２
０
２
４
年
12
月
2
日
、
現
行
の
保
険

証
発
行
終
了

政
府
は
今
年
の
12
月
2
日
に
現

行
の
保
険
証
の
発
行
を
終
了
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕

組
み
に
移
行
す
る
閣
議
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
い
ま
の
保
険
証
は
最

大
1
年
間
、
２
０
２
５
年
12
月
2

日
ま
で
有
効
で
す
が
、
有
効
期
限

が
そ
れ
ま
で
に
来
る
保
険
証
は
そ

の
時
点
で
失
効
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
方
に
は
、
資
格
確
認
書
（
有
効

期
間
最
大
5
年
で
各
保
険
者
が
決

定
）
が
申
請
に
よ
ら
ず
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
す
で
に
持
っ

て
い
る
方
で
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
診

療
所
や
薬
局
が
全
国
で
８
，
３
０

０
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
と

し
て
、
国
か
ら
、
氏
名
、
負
担
の

割
合
、
有
効
期
限
、
発
行
期
日
が

明
記
さ
れ
た
Ａ
4
の
「
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
に

は
切
り
取
り
線
が
付
い
て
い
て
、

切
り
取
る
と
保
険
証
の
ケ
ー
ス
に

入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は
多
く

な
いマ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
、

昨
年
の
4
月
を
最
高
に
そ
の
後
、

減
少
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
続

き
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
２

３
年
11
月
現
在
、
利
用
率
は
、
病

院
で
も
10
・
76
％
、
診
療
所
だ
と

4
・
86
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

国
は
、
こ
の
原
因
を
「
窓
口
で

マ
イ
ナ
保
険
証
は
お
持
ち
で
す
か
」

と
い
う
声
か
け
が
さ
れ
て
い
な
い
。

医
療
機
関
が
宣
伝
し
て
い
な
い
。

コ
ス
ト
な
ど
が
原
因
だ
と
分
析
。

今
年
1
月
か
ら
、
利
用
率
の
増
加

が
あ
っ
た
病
院
な
ど
に
支
援
金
を

新
設
し
、
病
院
な
ど
で
の
窓
口
対

応
の
見
直
し
、
広
報
の
強
化
な
ど

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

保
険
証
廃
止
中
止
の
声
を
さ

ら
に
大
き
く

マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
中
核

的
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
政
府

は
、
他
の
分
野
で
も
デ
ジ
タ
ル
化

を
強
引
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
産
業
は
、
鉄
鋼
や
電
機･

自
動

車
な
ど
の
基
幹
産
業
に
代
わ
る
も

の
と
財
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
シ
ス
テ
ム

受
注
契
約
は
１
２
３
億
円
。
さ
ら

に
シ
ス
テ
ム
の
保
守
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
か
ら
企
業

と
し
て
は
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
は
、
患
者

や
利
用
者
の
不
便
、
情
報
漏
洩
や

シ
ス
テ
ム
不
具
合
な
ど
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
の
日
本
の
未

来
を
左
右
す
る
問
題
で
す
。
強
引

に
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
突
き
進

ん
で
い
る
政
府
の
暴
走
を
止
め
る

た
め
に
、
「
現
行
の
保
険
証
を
残

し
て
く
だ
さ
い
」
の
運
動
を
さ
ら

に
大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
、

通
常
国
会
に
提
出
す
る
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
証
交
付
は
基
本
的
人
権
だ

や
っ
ぱ
り
紙
保
険
証
廃
止
は
中
止
し
か
な
い

京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

松
本
隆
浩

所得税確定申告

確
定
申
告
が
要
ら
な
い
場
合
と
は

京都税制研究所 理事 粟田育治

確定申告をすると税金が帰ってくる場合があります

公的年金を受給されている方は、左の表（国税庁のホー

ムページからの転載）で確定申告が必要か検討ください。

納め過ぎの税金が返ってくる場合もあります。京都府後期高齢者医療広域連合への要請行動

払
い
す
ぎ
税
金
が
帰
る
か
も

申
告
が
要
ら
な
い
人
は

こ
ん
な
控
除
も
あ
り
ま
す
ヨ



１
月
20
日
に
70
名
が
参
加
し
新
春

放
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
、
北
京
都
民
踊
協
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
り
、
新
春
に
ふ
さ

わ
し
い
「
民
踊
」
が
披
露
さ
れ
、
参

加
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
傘
寿

の
祝
い
で
は
、
14
名
の
う
ち
４
名
が

参
加
、
記
念
品
贈
呈
の
後
、
お
礼
の

言
葉
や
感
想
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
放

談
会
で
は
多
く
の
方
か
ら
発
言
が
あ

り
、
常
日

頃
の
思
い

を
語
り
合

う
交
流
の

場
を
持
つ

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル

発
表
で
は
、

詩
吟
サ
ー

ク
ル
か
ら

剣
舞
の
披

露
も
あ
り
、

合
唱
サ
ー
ク
ル
の
発
表
で
は
、
み
ん

な
で
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
合
唱
し
ま

し
た
。

今
年
度
入
会
さ
れ
た
組
合
員
が
多

く
参
加
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
能
登
半
島
地
震

支
援
バ
サ
ー
と
し
て
甘
夏
や
野
菜
が

販
売
さ
れ
、
１
万
円
を
超
え
る
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
末
も
、
南
支
部
の
餅
つ
き
を

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
含
め
て
中
断

し
て
い
た
の
で
４
年
ぶ
り
で
す
。

朝
9
時
か
ら
組
合
員
が
参
加
し
、

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
、
餅
米
を
蒸

し
た
り
、
搗
い
た
り
、
丸
め
た
り
し

ま
し
た
。

一
定
量
つ
い
た
あ
と
は
き
な
粉
や

大
根
お
ろ
し
、
雑
煮
に
し
て
美
味
し

く
食
べ
ま
し
た
。

大
部
分
は
80
歳
以
上
の
組
合
員
に

届
け
る
た
め
に
パ
ッ
ク
に
詰
め
、
訪

問
し
て
「
お
元
気
で
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」
と
お
渡
し
し
て
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

途
中
で
組
合
員
の
森
よ
し
は
る
府

議
や
森
田
ゆ
み
子
市
議
も
顔
を
出
し

て
挨
拶
し
、
市
長
選
挙
の
勝
利
と
年

金
者
組
合
の
発
展
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
餅
を
丸
め
る
の
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者

は
20
数
人

で
し
た
。

和
気
あ

い
あ
い
と

楽
し
い
餅

搗
き
で
し

た
。

福
知
山
支
部
は
、
「
新
春
の
集
い
」

を
２
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
の
周
囲
は
、
組
合
員
さ
ん
が

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
作
品
（
俳
句
、

絵
手
紙
、
手
芸
等
）
で
飾
り
付
け
て
、

集
い
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
開
幕
で
す
。
支
部
長
の
挨

拶
で
は
じ
ま
り
、
支
部
組
合
員
さ
ん

の
作
詞
・
作
曲
の
歌
「
こ
れ
か
ら
だ
」

等
を
参
加
者
全
員
で
歌
っ
て
、
太
極

拳
サ
ー
ク
ル
の
実
演
、
そ
し
て
本
日

の
メ
イ
ン
「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
す
。
指

導
者
は
、
竹
村
聖
さ
ん
、
大
阪
の
年

金
者
組
合
員
で
、
笑
い
ヨ
ガ
で
免
疫

力
を
ア
ッ
プ
、
肺
が
ん
を
克
服
、
笑

え
な
く
て
も
笑
え
る
笑
い
ヨ
ガ
を
紹

介
し
、
全
国
を
回
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
々
に
出
さ
れ
る
動
き
と
会
話
で
、

参
加
者
が
ど
ん
ど
ん
「
笑
い
ヨ
ガ
」

の
世
界
へ
取
り
込
ま
れ
、
時
間
も
忘

れ
る
ほ
ど
笑
い
こ
ろ
げ
て
、
楽
し
い

ひ
と
時
が
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
の
声
を
聴
き
、
あ
ま

ず
キ
ッ
チ
ン
製
造
の
ラ
ス
ク
を
お
土

産
に
閉
会
し
ま
し
た
。
大
惨
事
か
ら

一
か
月
の
日
、
暗
い
表
情
の
参
加
者

が
明
る
く
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
帰
路
へ
、

福
知
山
支
部
の
活
動
は
、
「
い
つ
も

笑
い
を
」
で
す
。

1
月
18
日
、
相
楽
支
部
「
新
年
の

つ
ど
い
」
が
木
津
川
市
東
部
交
流
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
内
容
は
充
実
し

て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
組
合
員
の
霜
田
勤
さ
ん

（
国
土
問
題
研
究
会
会
員
）＝

写
真

＝

が
、
能
登
半
島
沖
地
震
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
、
「
数
年
続
い
た
群

発
地
震
か

ら
Mg
7
・

6
程
度
の

地
震
が
予

測
さ
れ
て

い
た
。
地

域
の
老
朽

建
物
の
倒
壊
が
顕
著
（
輪
島
、
珠
洲

等
）
神
戸
と
同
等
の
倒
壊
率
だ
っ
た
」

な
ど
と
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
も

過
去
の
地
震
に
触
れ
な
が
ら
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

皆
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

１
，
地
域
の
災
害
の
掘
り
起
こ
し
、

記
録
を
残
す
活
動
。

２
，
地
域
の
災
害
の
伝
承
、
地
域
学

習
。

３
，
地
域
の
歴
史
ー
地
質
や
地
理
、

そ
し
て
社
会
史
。

４
，
今
後
に
残
す
べ
き
教
訓
。

な
ど
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
精
華
町
に
あ
る
祝
園
弾
薬

庫
の
現
状
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
信

田
宜
司
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
で
、

問
題
点
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
企
画
と
し
て
、
木
津
川

市
の
マ
ジ
ッ
ク
「
わ
か
ば
」
の
メ
ン

バ
ー
お
二
人
に
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
大
い
に
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ミサゴ・英語でオスプレイが真っ青に晴れた冬の日獲物の

魚を発見したのかホバリングをはじめました。しばらくホバリン

グが続き水面に飛びこむのかと固唾をのんでいるとあっさりと

あきらめ、飛び立って行った。

ミサゴの主食は魚で空中からダイビングして魚をキャッチす

る。その姿は迫力があり、飛び込んで瞬間に魚を鋭い爪で抑

え込み、再び空中へ飛び立つ。その迫力ある瞬間を撮りたく

て長い間待つ。

ミサゴは、全長54–64cm、翼開張150–180cmと大きな猛禽類。

雄雌ほぼ同じ色彩で、背中と翼の上面は黒褐色、腹部と翼の

下面は白色で、顔も白く、眼を通って首に達する太い黒褐色

の線が走る。オスはメスと比べやや小さく見える。 河口では

大きなボラなど捉え、河川では鯉などを見事な技で捉える。

京都では池や川で魚を捕る。天橋立や桂川などでよく見かけ

る。魚を捕食することから「魚鷹（うおたか）」の異名も持って

いる。（浜）

舞
鶴
支
部
は
１
９
８
９
年
に
全
国

に
先
駆
け
て
１
１
６
名
で
結
成
。
秋

の
月
間
で
８
名
、
12
月
・
１
月
で
７

名
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
、
現
在
は

３
１
８
名
（
60
歳
以
上
の
１
％
超
）

に
前
進
、
最
高
現
勢
を
更
新
中
で
、

女
性
が
２
／
３
を
占
め
て
い
ま
す
。

舞
鶴
支
部
の
活
動
の
柱
と
し
て
は

定
期
大
会
・
新
春
放
談
会
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
舞
踊
、
講
演
な
ど
楽
し
い

企
画
す
る
こ
と
で
60
～
70
名
が
参
加
、

支
部
最
大
の
行
事
に
。
ま
た
、
年
７

回
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
と
年
１
回
の

一
泊
旅
行
に
は
多
い
時
は
40
名
を
超

え
る
時
も
度
々
、
人
気
の
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
中
国
語
研
究

会
（
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
）
で
は
女
性

部
も
発
足
す
る
な
ど
元
気
に
活
動
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
新
し
い
人
に
も

声
を
掛
け
、
加
入
に
つ
な
げ
る
な
ど

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

映
画
サ
ー
ク
ル
な
ど
気
楽
に
、

楽
し
く
参
加
で
き
る
活
動
へ

活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
女
性
部
の
友
愛

訪
問
で
は
高
齢
や
施
設
に
移

り
行
事
に
参
加
出
来
な
い
人

（
家
族
）
を
手
づ
く
り
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
訪
問
、

喜
ば
れ
て
お
り
、
息
長
く
お

付
合
い
が
続
く
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
機
関
紙
活
動
は
結

成
以
来
、
昨
年
に
は
４
０
０

号
を
超
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
行
事
な
ど
が
中
止
と
な

る
中
で
み
ん
な
の
交
流
の
場
に
と
４

頁
か
ら
８
頁
に
充
実
さ
せ
、
「
年
金

者
し
ん
ぶ
ん
が
面
白
く
、
読
み
た
い
」

と
加
入
。
こ
れ
ら
が
主
な
と
り
く
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
支
部
の
特
徴
は
、
新
た
に
参

加
し
た
人
た
ち
が
「
こ
ん
な
に
楽
し

い
な
ら
」
と
「
あ
ん
た
も
入
っ
た
ら
」

と
誘
っ
て
く
れ
、
仲
間
増
や
し
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

支
部
と
し
て
は
年
金
者
組
合
の
本

来
の
趣
旨
の
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
年
金
を
」
や
自
治
体
に
対
す

る
高
齢
者
の
要
求
を
運
動
化
す
る
力

を
付
け
、
さ
ら
な
る
前
進
を
め
ざ
し
、

み
ん
な
か
ら
「
活
動
す
る
こ
と
が
楽

し
い
」
と
言
わ
れ
る
支
部
づ
く
り
め

ざ
し
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。舞

鶴
支
部

三
澤
正
之
書
記
長

支部紹介㉑舞鶴支部お
楽
し
み
ツ
ア
ー
に

楽しい活動で
仲間増やし

女性組合員が3分の2

楽
し
い
取
り
組
み

北
か
ら
南
か
ら

レ
ポ
ー
ト

新
春
放
談
会
に
70
人

舞
鶴
支
部

竹
内
昌
男
副
支
部
長

４
年
ぶ
り
に
餅
つ
き

南
支
部

加
納
孟
支
部
長

充
実

新
年
の
つ
ど
い

相
楽
支
部

井
戸
本
武
書
記
長

新
春
の
集
い

笑
い

福
知
山
支
部

市
田
拓
己
書
記
長

迫力あるホバリングから水面にジャンプ

ミサゴ=オスプレイ

タカ目ミサゴ科ミサゴ属

機
関
紙
は
４
０
０
号

だ
れ
も
が
安
心
の
年
金
へ

バス旅行 余呉湖で記念撮影

グランドゴルフ


